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常
代
神
社
湯
立
て
祭

り
・
例
大
祭
の
祭
礼

実
行
委
員
長
の
高
梨
春
美
さ
ん

に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

「
今
年
は
例
大
祭
を
実
施
し
ま

す
。
次
代
に
繋
げ
る
た
め
に
力

を
あ
わ
せ
て
楽
し
い
行
事
に
し

て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
」

常と
こ

代よ

神
社
祭
礼
の

様
子
（
平
成
29
年
9
月
30
日
）

●
常
代
　
常
代
神
社
「
湯
立
て

祭
り
・
例
大
祭
」

　

期
日　

９
月
30
日

　

会
場　

常と
こ

代よ

神
社　

●
宮
下
　
春
日
神
社
例
大
祭

　

期
日　

10
月
7
日

　

会
場　

春
日
神
社　

●
浜
子
　
熊
野
神
社
秋
祭

　

期
日　

11
月
4
日

　

会
場　

熊
野
神
社

●
六
手
　
六
手
八
幡
神
社
例
大
祭

　

期
日　

9
月
16
日

　

会
場　

六
手
八
幡
神
社

●
皿
引
　
御
太
刀
神
社
祭
礼

　
　
　
　
　
　
　 

（
宵
ま
ち
）

　

期
日　

10
月
15
日

　

会
場　

御
太
刀
神
社

●
馬
登
　
秋
の
祭
礼

　

期
日　

9
月
29
日

　

会
場　

白
山
神
社
、熊
野
神
社

●
作
木
　
作
木
神
社
例
大
祭

　

期
日　

9
月
29
日

　

会
場　

作
木
神
社

●
山
高
原
　
春
日
神
社
例
大
祭

　

期
日　

10
月
19
日

　

会
場　

春
日
神
社

　
「
周
南
地
区
青
少
年
を
健
全

に
育
て
る
会
」
は
、
周
南
地
区

の
自
治
会
連
合
会
や
小
中
学
校

な
ど
17
の
団
体
で
構
成
さ
れ
る

組
織
で
す
。
周
南
地
区
の
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
、

会
の
交
流
事
業
と
し
て
「
君
津

市
民
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
の
「
い

や
さ
か
君
津
踊
り
（
10
月
1
日

18
：
00
～
君
津
駅
南
口
ロ
ー
タ

リ
ー
）」
に
参
加
し
ま
す
。
君

津
市
民
ふ
れ
あ
い
祭
り
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
4
年
ぶ
り
の

開
催
で
す
。
例
年
8
月
に
開

催
さ
れ
て
い
た
「
い
や
さ
か

君
津
踊
り
」
で
す
が
、
今
年

は
10
月
の
開
催
で
す
。

　

平
成
29
年
は
敢
闘
賞
、
平

成
30
年
は
熱
演
賞
、
令
和
元

年
は
令
和
賞
と
3
年
連
続
受

賞
し
ま
し
た
。

　

育
て
る
会
の
チ
ー
ム
は
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広

い
年
代
層
が
参
加
し
ま
す
。

今
年
も
「
夢
～
あ
い
ら
ぶ
～

す
な
み
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
み
ん
な
で
着
て
参
加

し
、
市
内
で
「
子
ど
も
１
１
０

番
の
家
」
発
足
の
地
区
で
あ
る

周
南
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場

で
応
援
お
願
い
し
ま
す
。

　

所
属
し
て
い
る
会
社
の
業
務

で
社
員
の
採
用
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
高
校
を
卒
業
す
る
全
国
の

学
生
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
。
毎

年
数
十
人
を
採
用
し
、
君
津
に

移
り
住
み
、
そ
の
社
員
が
い
ず

れ
結
婚
し
、
家
を
持
ち
、
子
供

を
持
ち
…
と
君
津
の
活
性
化
に

寄
与
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

さ
て
、初
め
て
君
津
に
住
む
18

歳
、更
に
は
送
り
出
す
保
護
者

や
先
生
に
対
し
ど
の
よ
う
な
Ｐ

Ｒ
を
行
う
か
。大
き
く
次
の
3

点
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

「
山・川
を
中
心
に
豊
富
な
自
然
」

　

君
津
市
は
西
を
海
、残
る
北・

南・東
を
山
に
囲
ま
れ
、市
中
心

部
を
抜
け
る
と「
豊
富
な
自
然
」

が
残
る
。太
平
洋
岸
を
流
れ
る

暖
流
お
よ
び
黒
潮
の
影
響
を
受

け
、年
中
温
暖
な
気
候
で
暮
ら

し
や
す
い
。自
然
を
楽
し
め
る
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
豊
富
に
あ
る
。

「
多
方
面
への
ア
ク
セ
ス
に
優
れ
る
」

　

君
津
市
か
ら
、30
分
か
か
ら

ず
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
に
辿

り
着
け
る
。こ
の
た
め「
東
西
南

北
ど
の
方
向
に
も
ア
ク
セ
ス
で
き

る
」メ
リ
ッ
ト
を
有
す
る
。

「
買
い
物
に
困
ら
な
い
」

　

イ
オ
ン
や
ア
ピ
タ
パ
ワ
ー
な
ど

の
商
店
群
を
利
用
す
れ
ば
日
々

の
買
い
物
に
は
事
足
り
る
。さ
ら

に
郊
外
に
車
を
走
ら
せ
れ
ば
、

木
更
津
イ
オ
ン
や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

と
いっ
た
大
型
店
に
手
が
届
く
の

で
、ち
ょっ
と
お
し
ゃ
れ
な
買
い
物

も
問
題
な
く
こ
な
せ
る
。先
述
の

と
お
り
都
心
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス

に
も
優
れ
る
の
で
、イ
ベン
ト
や
こ

だ
わ
り
の
買
い
物
を
す
る
と
き

も
困
ら
な
い
。

　

そ
の
他
に
も
、「
子
育
て
環
境

が
整
う
」や「
土
地
の
値
段
が
安

価
・
補
助
金
が
あ
る
」と
い
う
事

も
あ
る
が
、将
来
の
事
な
の
で
簡

単
に
付
け
加
え
て
い
る
。

　

君
津
で
の
生
活
が
長
い
方
に

と
っ
て
は
、再
認
識
し
て
い
た
だ

け
る
内
容
と
思
う
。私
自
身
は

生
活
す
る
拠
点
が
君
津
で
6
カ

所
目
で
あ
る
の
で
、他
と
比
較
し

新
参
者
の
目
で
こ
の
君
津
の
良

さ
を
更
に
探
求
し
、多
く
の
人
に

伝
え
い
く
所
存
で
あ
る
。

●
家
の
外
の
備
え

◦
雨
ど
い
が
壊
れ
て
い
な
い
か

確
認
す
る

◦
窓
や
雨
戸
は
必
要
に
応
じ
て

補
強
す
る

◦
側
溝
や
排
水
口
の
掃
除
す
る

◦
ベ
ラ
ン
ダ
や
庭
に
風
で
飛
ば

さ
れ
そ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば

室
内
に
入
れ
る

◦
外
壁
に
亀
裂
や
腐
食
が
な
い

か
確
認
す
る

◦
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
が

固
定
さ
れ
て
い

る
か
確
認
す
る

●
家
の
中
の
備
え

◦
ガ
ス
コ
ン
ロ
に
自
動
停
止
機
能

が
つ
い
て
い
る
か
確
認
す
る

◦
窓
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止
フ
ィ

ル
ム
を
貼
る

◦
寝
室
に
大
き
な
家
具
を
置
か

な
い
、
固
定
し
転
倒
を
防
止

す
る

◦
出
入
口
や
通
路
を
荷
物
で
ふ

さ
が
な
い

●
避
難
場
所
な
ど
の
確
認

◦
避
難
場
所
へ
の
避
難
経
路
を

確
認
す
る

◦
日
頃
か
ら
家
族
で
避
難
場
所

や
連
絡
方
法
な
ど
を
話
し

合
っ
て
お
く
。

台
風
や
集
中
豪
雨
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

台
風
や
集
中
豪
雨
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

　

台
風
や
大
雨
は
、
毎
年
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
９
月
の
台
風
15
号（
令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
）に
よ
っ

て
、
多
く
の
住
宅
被
害
や
倒
木
、
法
面
崩
落
、
停
電
、
断
水
等
が

発
生
し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
、
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
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周南の例祭

□
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
携

帯
電
話
）

□
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー

　（
充
電
器
・
電
池
）

□
貴
重
品
（
現
金
・
身
分

証
明
書
等
）

□
非
常
食

□
救
急
セ
ッ
ト

□
着
替
え
・
下
着

□
懐
中
電
灯

□
水

□
歯
磨
き
セ
ッ
ト

□
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

□
タ
オ
ル

□
持
病
の
薬
・
処
方
箋

□
割
り
箸

□
洗
料
（
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン

プ
ー
な
ど
）

□
ビ
ニ
ー
ル
袋

□
軍
手

非
常
持
ち
出
し
品
を
用
意

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
例

周
南
地
区
青
少
年
を
健
全
に
育
て
る
会

周
南
地
区
青
少
年
を
健
全
に
育
て
る
会

い
や
さ
か
君
津
踊
り
参
加

い
や
さ
か
君
津
踊
り
参
加

おはやし

湯立てまつり

子どもみこし

令和元年　令和賞授賞

平成 30 年　熱演賞授賞

『
君
津
の
Ｐ
Ｒ
活
動
』

筒
井
孝
和（
濱
田
重
工
社
宅
）

夕日のさして
山の端いと近うなりたるに・・・

淡いブルーの微かなシルエットが、
くっきり茜色に染まり、日が沈むと、

ほの暗い闇の中に、お隠れになる富士山。
刻一刻、移りゆく夕日の彩りに包まれて
秋を感じる風が心地よい、海辺の散策。

    　（新舞子海岸より富士山望遠）

（松本幸子　宮下）

  ～秋は夕暮れ～
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あ
つ
ま
れ
！
少
年
少
女
剣
士

あ
つ
ま
れ
！
少
年
少
女
剣
士
！！！！

周
南
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

夏
の
猛
烈
な
暑
さ
も
和
ら
ぎ
、

聞
こ
え
て
く
る
虫
の
鳴
き
声
も
吹

い
て
く
る
風
も
秋
の
到
来
を
告
げ

る
よ
う
な
涼
風
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
目
の
前
に
広
が
る
田

の
風
景
に
す
っ
か
り
秋
を
感
じ
ま

す
。

　

さ
て
季
節
は
秋
へ
と
変
わ
り
始

め
ま
し
た
が
、
植
物
は
酷
暑
を
耐

え
抜
き
、
水
や
り
が
不
足
し
て
し

ま
っ
た
植
物
は
夏
バ
テ
を
起
こ
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
バ

ラ
も
何
年
も
地
植
え
し
て
あ
る
、

し
っ
か
り
根
を
張
っ
て
い
る
株
で

さ
え
、
水
不
足
が
原
因
で
、
元
気

を
失
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
新
芽

が
な
か
な
か
伸
び
な
い
、
新
芽
が

出
て
き
て
も
展
開
し
て
こ
な
い
、

葉
の
色
が
薄
い
な
ど
は
バ
ラ
の
夏

バ
テ
の
典
型
的
な
症
状
と
言
っ
て

よ
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
こ
の
症
状
が
出
る
と

つ
い
つ
い
肥
料
を
や
っ
て
し
ま
い

た
く
な
り
ま
す
。
肥
料
は
元
気
の

な
い
と
き
に
与
え
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
即
効
性
の
化
成
肥
料

な
ど
は
特
に
危
険
で
す
。
そ
れ
が

原
因
で
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
よ

く
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
植
物
を
手
入
れ
す
る
際

に
人
間
に
置
き
換
え
て
考
え
て
み

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
弱
っ
た
時

に
は
お
粥
を
食
べ
、
消
化
不
良
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
軽
め
の
食
事
、

そ
れ
が
植
物
に
と
っ
て
は
液
肥
に

な
り
ま
す
。最
初
に
液
肥
を
与
え
、

新
芽
が
出
て
、
良
い
方
向
に
変
化

が
出
始
め
た
ら
緩
効
性
の
置
き
肥

を
施
し
ま
す
。
バ
ラ
は
置
き
肥
が

基
本
に
な
り
ま
す
が
、
有
機
質
肥

料
を
使
う
と
土
も
固
く
な
ら
ず
お

す
す
め
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
年
内
ま
で
ま
だ
四
季

咲
き
の
バ
ラ
は
花
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
で
は

十
二
月
ま
で
品
種
に
よ
っ
て
は
開

花
し
ま
す
。
十
月
の
よ
い
季
節
に

開
花
期
を
調
整
す
る
に
は
八
月
下

旬
に
夏
剪
定
は
必
要
で
す
が
、
剪

定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
今
あ
る

蕾
や
新
芽
を
大
切
に
管
理
し
、
花

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
秋
は
昼
夜
の
寒
暖
差
が

あ
り
、
う
ど
ん
こ
病
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
な
る
べ
く
午
前

中
に
水
や
り
を
済
ま
せ
、
夜
は
湿

気
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
鉢
植
え

の
場
合
は
風
通
し
の
良
い
場
所
に

置
く
よ
う
に
し
ま
す
。

　

近
年
、
バ
ラ
の
品
種
改
良
が
進

み
、耐
暑
性
・
耐
病
性
と
も
に
び
っ

く
り
す
る
ほ
ど
管
理
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。
昔
ほ
ど
バ
ラ
も
難
し

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ

お
家
で
も
バ
ラ
を
育
て
て
み
て
く

だ
さ
い
ね
。

　

皆
さ
ん
で
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、
認
知

症
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
し
た
り
、
ち
ょ
っ
と
た

め
に
な
る
ミ
ニ
講
座
を
行
う
「
す
な
み
ほ
っ
と
サ
ロ

ン
」
を
公
民
館
講
堂
で
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
お
楽
し
み
タ
イ
ム
と
し
て
皆
さ
ん
が
参
加
で
き

る
レ
ク
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

申
込
不
要
・
出
入
り
自
由
・
参
加
費
は
１
回
１
０
０

円
で
す
。（
毎
月
第
三
金
曜
日
、
午
後
一
時
半
～
三

時
半
）

※
ス
タ
ッ
フ
ブ
ロ
グ

　
は
こ
ち
ら
で
す
。

おうちにみどりを おうちにみどりを No.２9
●夏バテのバラに肥料は禁物！！

能星とも子

　

周
南
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
周
南
小
学
校
を
拠
点
に
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
昭
和
50
年
に

周
南
公
民
館
で
活
動
を
ス
タ
ー

ト
し
、
来
年
で
50
年
目
を
迎
え

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
剣

道
を
学
び
な
が
ら
礼
儀
挨
拶
を

身
に
つ
け
る
事
、
稽
古
や
試
合

経
験
を
通
じ
て
『
努
力
す
る
事

の
大
切
さ
』
や
『
仲
間
と
の
絆
』

を
感
じ
、
困
難
に
立
ち
向
か
う

勇
気
や
ね
ば
り
強
い
心
、
優
し

さ
、
思
い
や
り
を
身
に
つ
け
て

欲
し
い
と
願
い
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

昨
今
、礼
儀
や
人
の
繋
が
り
、

相
手
を
敬
う
気
持
ち
な
ど
が
薄

れ
て
き
て
い
る
と
感
じ
る
！
そ

ん
な
今
こ
そ
、
日
本
の
伝
統
文

化
で
あ
る
剣
道
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
？
見
学
だ
け
で
も
大
歓

迎
で
す
。
気
軽
に
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。

【
練
習
日
】

水
曜
日
（
18
時
30
分
～
20
時
30

分
）

土
曜
日
（
17
時
～
20
時
）

※
初
心
者
は
19
時
終
了

【
場　

所
】

周
南
小
学
校
体
育
館

◎
体
験
会
も
年
に
数
回
開
催
し

て
い
ま
す
。
開
催
時
は
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム

等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

 

今
年
の
戦
績

◦
若
潮
旗
争
奪
千
葉
県
小
学

生
剣
道
大
会　

準
優
勝

◦
君
津
市
少
年
剣
道
大
会　

優
勝
、
個
人
戦
優
勝
（
田

代
涼
真
）、
三
位
（
宮
﨑

柚
希
）（
谷
晄
希
）

◦
君
津
地
方
四
市
夏
季
剣
道

大
会　

三
位

◦
Ｆ
Ｔ
Ｓ
四
市
少
年
剣
道
大

会　

個
人
戦
優
勝
（
田
代

涼
真
）、
準
優
勝
（
竹
埜

有
哉
）、
４
年
以
下
の
部

準
優
勝
（
佐
藤
胡
世
）、

三
位
（
内
薗
航
大
）

◦
君
津
地
方
四
市
夏
季
大
会　

個
人
戦
優
勝
（
竹
埜
有

哉
）、
４
年
生
の
部
優
勝

（
佐
藤
胡
世
）、
３
年
生
以

下
の
部
三
位（
内
薗
航
大
）

卒
団
し
た
先
輩
た
ち
の
活
躍

◆
翔
凜
高
校
女
子
剣
道
部 

イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
（
佐
藤
羽
多
・

次
鋒
）、（
新
納
里
彩
・
大
将
）

◆
翔
凜
中
学
校
男
子
剣
道
部 

全
国
大
会
出
場
ベ
ス
ト
8

（
秋
元
琉
空
・
大
将
）、
千
葉

県
中
学
校
剣
道
大
会　

個
人

戦
優
勝
（
秋
元
琉
空
）

◆
翔
凜
中
学
校
女
子
剣
道
部 

関
東
大
会
出
場
（
工
藤
さ
く

ら
・
先
鋒
）

◆
周
南
中
学
校
女
子
剣
道
部
関

東
大
会
出
場
（
髙
橋
芹
奈
・

先
鋒
）、（
舘
川
す
ぐ
り
・
次

鋒
）、（
堺
日
鞠・中
堅
）、（
永

井
心
寧
・
大
将
）

◆
稲
毛
中
学
校
男
子
剣
道
部 

関
東
大
会
出
場（
泉
水
元
蔵
）

◆
周
南
中
学
校
男
子
剣
道
部 

県
大
会
出
場
（
皆
川
友
克
・

先
鋒
）、（
仲
原
勇
・
次
鋒
）、

（
皆
川
公
秀
・
中
堅
）、（
白

鹿
真
瑚
・
大
将
）

JR 東日本ジュニア剣道大会
試合前の円陣

翔凜中 秋元琉空君、
全国大会出場

周南中男子剣道部、県大会出場

周南中女子剣道部、関東大会出場

君津地方剣道大会、低学年も大活躍　

若潮旗剣道大会準優勝ご褒美のアイス

クイックアーム（ボタン押しゲーム）（６月）

スリッパ飛ばし（６月）

銭太鼓（８月）

す
な
み
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
、
や
っ
て
ま
す

す
な
み
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
、
や
っ
て
ま
す
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シリーズ

 古代の周南

No.3

周南の古墳

「狐山古墳・奥中谷古墳群」（六手）

　

ペ
ッ
ト
の
「
コ
ロ
」
を
紹
介
し

ま
す
。
15
歳
で
人
の
年
齢
に
換
算

す
る
と
80
歳
位
で
し
ょ
う
か
。
足

の
毛
が
白
く
、
ま
る
で
白
い
靴
下

を
履
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

家
で
は
、
番
犬
と
し
て
、
侵
入
し

て
き
た
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
吠
え
て
、
追

い
払
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

散
歩
中
は
、
人
懐
っ
こ
く
、
知
ら

な
い
人
に
対
し
て
も
吠
え
ず
に
近

寄
っ
て
い
き
、
可
愛
が
ら
れ
た
り
、

パ
ン
を
貰
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
メ

ス
の
犬
で
す
が
、
人
間
の
女
性
が
好

き
で
す
。

　

散
歩
が
、
途
中
で
出
会
う
人
た
ち

と
の
交
流
の
機
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。

お
り
ま

す
。

　

現
在
、

会
員
は

4
名
ほ

ど
で
す
。

全
員
60

代
を
超

え
て
お

り
ま
す
。
60
代
以
上
が
目
指
す

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
は
「
全
国

シ
ニ
ア
将
棋
名
人
戦
（
シ
ニ
ア

名
人
戦
）」
及
び
「
全
国
健
康

●
将
棋
サ
ー
ク
ル

　    「
ね
ん
り
ん
」

　
　
　
　
　
　 

緒
形
　
芳
樹

　

将
棋
サ
ー
ク
ル「
ね
ん
り
ん
」

は
、
主
に
火
曜
と
金
曜
の
午
前

中
、
実
戦
対
局
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
対
局
時
計
を
使
用
し
、

一
対
局
一
時
間
を
目
安
と
し
対

局
後
、
感
想
戦
を
納
得
い
く
ま

で
行
い
棋
力
向
上
を
目
指
し
て

福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）」

で
す
。昨
年
は
、ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
千
葉
県
代
表
に
緒
形
、
今
年

は
鈴
木
が
選
出
さ
れ
、
棋
力
向

上
の
成
果
が
出
て
お
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
お
越

し
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉
周
南
公
民
館

☎
０
４
３
９（
52
）４
９
１
５

●
卓
球
サ
ー
ク
ル

　  「
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
会
」　

　
　
　
　
　
　  

緒
形
　
芳
樹

　

卓
球
サ
ー

ク
ル
「
ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
会
」

は
主
に
火
曜

と
金
曜
に
実

戦
を
試
合

形
式
で
行
っ

て
お
り
ま
す
。

現
在
会
員
は

10
名
ほ
ど
で

す
。
全
員
60
代
を
超
え
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、シ
ニ
ア
用
ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
を
使
用
し
て
お
り
ま

す
。
こ
ち
ら
の
サ
ー
ク
ル
も
「
全

国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピッ

ク
）」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
4

年
前
に
は
、
鈴
木
が
千
葉
県
代

表
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、
千
葉
県
大
会
に
出
場
す
る

も
残
念
な
が
ら
敗
退
し
ま
し
た
。

是
非
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
熱

の
こ
も
っ
た
練
習
を
ご
覧
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉
周
南
公
民
館

☎
０
４
３
９（
52
）４
９
１
５

サ
ー
ク
ル
紹
介

サ
ー
ク
ル
紹
介

周南公民館利用サークル・団体（令和 5 年 8 月現在）

　興味のある活動、やってみたい活動がありましたら、周南公民館
（電話 52-4915）までお気軽にお問い合わせください。

団 体 名 使用日 使用時間 活動内容

古文書サークル 金 9：30～12：00 
13:30～15：30 古文書解読

古典に親しむ会「あかつき」 第４ 金 9：00～12：00 古典文学
プレジールドリームアンサンブル 火・金 18：30～21：30 アンサンブル
周南うたごえサークル 第１ 水 13：00～15：30 合唱
もみじの会 月（月２回） 9：20～11：40 大正琴
水墨画サークル 第１・３ 水 13：30～16：00 水墨画
周南写真愛好会 第１・３ 木 9：20～11：40 写真
卓球サークル 月・木 13：30～15：35 卓球
周南中卓球 OB 会 土 14：00～17：00 卓球
スナミ卓球サークル 日 13：00～15：30 卓球
周南ゲートボール同好会 月・水・金 9：00～12：00 ゲートボール
周南気功サークル 水 9：00～11：00 気功
ピラ ビューティーズ 第２・４ 水 13：30～14：45 ピラティス
ＳＫＣ（周南健康クラブ） 火（月２回） 9：45～11：40 健康体操
初級日常英会話サークル 火 9：30～12：00 英会話

チアキッズ 日（月３～４
回） 9：00～12：00 チアダンス

Wild Cats（ワイルドキャッツ） 土 17：00～21：00 チアダンス

旬楽会 土、日（月1
～2回） 10：00～14：00 料理

どうだん山の会 随時 登山
雀友会 随時 9：00～17：00 健康麻雀

ねんりん 随時 9：00～12：00 
13：00～17：00 将棋

ラージボール会 随時 9：00～12：00 
13：00～17：00

ラージボール
卓球

君津市手をつなぐ育成会 随時 10：00～12：00 竹とうろう作り
合氣武術研究会 随時 19：00～21：00 武道練習
周南地区青少年相談員 第２ 木 19：00～21：00 会議

君津東地区社会福祉協議会 毎月10日　
25日 8：30～11：30 食事サービス

君津東地区民生委員児童委
員協議会 毎月 第２金 13：00～17：00 会議

人懐っこい番犬
若鍋法夫（大山野）

我が家の
ペット自慢

　

古
墳
と
は
、
今
か
ら
約

１
８
０
０
～
１
３
０
０
年
前
の

古
墳
時
代
の
偉
い
人
の
お
墓
で

す
。
２
０
１
９
年
に
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
大
阪
府
の

『
百も

ず
舌
鳥
・
古ふ

る

市い
ち

古こ

墳ふ
ん

群ぐ
ん

』
を

筆
頭
に
奈
良
県
や
京
都
府
な
ど

の
関
西
地
方
に
あ
る
も
の
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
千
葉
県
は
全
国
で

４
番
目
に
古
墳
の
数
が
多
い
県

だ
と
い
う
こ
と
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
君
津
市
に
も
数
多

く
の
古
墳
が
あ
り
、
前ぜ

ん

方ぽ
う

後こ
う

円え
ん

墳ふ
ん

や
前ぜ

ん

方ぽ
う

後こ
う

方ほ
う

墳ふ
ん

、
円
墳
等
、

様
々
な
種
類
の
古
墳
が
あ
り
ま

す
。

　

周
南
地
区
で
は
、
前
方
後
円

墳
や
円
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
道
六
手
・
貞
元
線
の
改

良
工
事
の
際
に
奥お

く

中な
か

谷や
つ

古こ

墳ふ
ん

群ぐ
ん

の
う
ち
円
墳
２
基
を
発
掘
調
査

し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
木も

っ

棺か
ん

と
い
わ
れ
る
埋ま

い

葬そ
う

施し

設せ
つ

が
あ

り
、
鉄
製
の
刀
な
ど
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
館

山
自
動
車
道
建
設
時
に
は
鹿
島

台
古
墳
群
の
円
墳
を
調
査
し
て

い
ま
す
。
そ
の
調
査
で
は
、
非

常
に
珍
し
い
「
イ
レ
ズ
ミ
」
を

し
た
人
物
埴
輪
の
顔
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
古
墳
で

は
、
六
手
の
狐
山
古
墳
と
い
う

１
４
０
０
年
前
に
造
ら
れ
た
前

方
後
円
墳
が
あ
り
ま
す
。
全
長

約
57
ｍ
で
、
一
部
を
発
掘
調
査

し
た
結
果
、
人
物
埴
輪
の
腕
や

円
筒
埴
輪
な
ど
が
出
土
し
ま
し

た
。

　

古
墳
は
、
土
の
中
に
あ
る
遺

跡
の
中
で
も
現
代
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
も
の
で
す
。

お
散
歩
の
際
に
、
見
つ
け
た
小

さ
い
山
…
も
し
か
し
た
ら
古
墳

か
も
し
れ
ま
せ
ん
！

Ｑ
１
．
家
族
構
成
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

夫
、
娘
の
3
人
家
族
で
す
。

現
在
、
第
二
子
を
妊
娠
中
で
、

9
月
に
4
人
家
族
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
２
．
育
児
の
役
割
分
担
が
あ

り
ま
す
か
？

　

特
に
決
め
て
は
い
ま
せ
ん
が
、

ど
ち
ら
か
が
頑
張
り
過
ぎ
な
い

よ
う
、
お
互
い
出
来
る
時
に
出

来
る
事
を
や
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
３
．
出
産
の
と
き
や
子
育
て

中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

出
産
前
に
ど
う
し
て
も
食
べ

た
か
っ
た
ご
飯
屋
さ
ん
で
食
事

を
し
て
い
た
時
に
、
陣
痛
が
始

ま
り
ま
し
た
。
病
院
に
着
い
て

2
時
間
程
で
、
す
ん
な
り
生
ま

れ
て
き
て
く
れ
て
、

と
て
も
良
い
子

だ
っ
た
の
に
、
今

で
は
わ
が
ま
ま
怪

獣
で
す
・
・
・
。

Ｑ
４
．
子
育
て
の

上
で
気
を
つ
け
て

い
る
こ
と
や
参
考

に
し
て
い
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

娘
と
一
緒
に
過
ご
せ
る
時
間

を
大
切
に
、
親
も
同
じ
目
線
に

立
っ
て
楽
し
む
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
子
ど
も
な
が
ら
の

発
見
や
、
行
動
に
毎
日
笑
わ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
５
．
育
児
で
不
安
な
こ
と
や

社
会
に
望
む
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？

　

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
心
配
な

事
が
あ
っ
た
時
に
す
ぐ
に
相
談

で
き
る
環
境
に
い
ら
れ
る
こ
と

に
日
々
感
謝
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
６
．
最
後
に
、
お
子
さ
ん
に

は
ど
ん
な
人
に
な
っ
て
欲
し
い

で
す
か
？

　

優
し
く
、
強
い
心
を
持
っ
た

人
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。

狐山古墳の埴輪

子
育
て
ま
っ
最
中

子
育
て
ま
っ
最
中  

マ
マ
頑
張
っ
て
ま
す

マ
マ
頑
張
っ
て
ま
す

宮
下
に
お
住
い
の
木
下
園
香
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
伺
い
し
ま
し
た
。

№39
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軽
ト
ラ
農
産
市
は
、
軽
ト
ラ

の
荷
台
を
使
っ
て
、
自
分
の
畑

や
田
ん
ぼ
で
採
れ
た
農
産
物

を
、
模
擬
店
の
よ
う
に
販
売
す

る
企
画
で
す
。

開
催
日
時　

令
和
５
年
10
月
28

日
㈯
午
後
２
時
～
午
後
５
時

※
第
50
回
周
南
地
区
文
化
祭

　

１
日
目

会
場　

周
南
公
民
館　

裏
山

（
予
定
。場
所
は
抽
選
に
よ
る
）

ス
ペ
ー
ス　

軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分

募
集
期
間　

令
和
５
年
９
月
１

日
㈮
～
９
月
30
日
㈯
（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

募
集
出
店
者
数　

先
着
10
名

申
込
方
法　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

※
申
込
用
紙
は
周

南
公
民
館
に
あ

り
ま
す
。

　

今
年
度
の
「
周
南
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
は
、「
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
部
」「
モ
ル
ッ
ク

の
部
」
の
2
種
目
で
開
催
し
ま

す
。
モ
ル
ッ
ク
の
部
は
、
３
～

5
名
の
チ
ー
ム
に
よ
る
団
体
戦

で
、
出
場
チ
ー
ム
数
に
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
部
は
、
自
治
会
単
位
の
チ
ー

ム
編
成
（
合
同
チ
ー
ム
可
）
と

し
4
チ
ー
ム
以
上
の
申
し
込
み

で
実
施
い
た
し
ま
す
。
開
催
要

項
や
申
込
用
紙
に
つ
い
て
は
、

周
南
公
民
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

開
催
日
時　

11
月
12
日
㈰　

種
目　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
モ

ル
ッ
ク
（
団
体
戦
の
み
）

会
場　

周
南
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
モ
ル
ッ
ク
会
場
）・
周
南

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
会
場
）

※
周
南
小
学
校　

午
前
８
時
集

合
（
雨
天
中
止
）

申
込
期
限　

モ
ル
ッ
ク
の
部

10
月
20
日
㈮

※
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
の
申
込

　

は
終
了
し
ま
し
た
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

君
津
市
周
南
公
民
館

℡
０
４
３
９
（
52
）
４
９
１
５

M
ail

：sunam
i-k@

city.
kim

itsu.lg.jp 

　

毎
年
恒
例
の
夏
休
み
の
キ
ャ

ン
プ
で
す
が
、
今
年
は
、
開
館

50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

の
主
催
で
青
少
年
相
談
員
の
協

力
の
も
と
、
公
民
館
で
野
外
活

動
を
楽
し
む
企
画
と
し
て
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
3
年
間

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
7
月
29
～
30
日
に
1
泊

2
日
、
周
南
公
民
館
で
、
小
学

4
年
生
か
ら
中
学
1
年
生
の
21

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト

体
験
、
ま
き
割
＆
火
お
こ
し
体

験
、カ
レ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
、キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
＆
花
火
を
行

い
、
2
日
目
は
、
カ
ー
ト
ン

　

日
本
で
唯
一
の
動
物
園
・

水
族
館
の
コ
ン
サ
ル
を
肩
書

に
す
る
人
物
が
書
い
た
本

書
。
本
来
の
生
息
地
と
は
全

く
違
う
場
所
で
、
動
物
た
ち

の
命
と
健
康
を
守
り
、
更
に

は
繁
殖
さ
せ
て
種
を
つ
な
ぐ

…
そ
れ
が
な
ん
と
す
ご
い
こ

と
か
。
そ
し
て
話
題
に
な
る

園
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
コ

ン
セ
プ
ト
が
あ
り
、
そ
れ
を

語
れ
る
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
が

お
り
、
観
光
だ
け
で
な
く
地

元
に
愛
さ
れ
て
い
る
！
他
業

種
に
も
通
ず
る
と
、
う
な
ず

く
場
面
多
々
あ
り
。
コ
ン
サ

ル
お
す
す
め
の
国
内
外
の
動

物
園
情
報
が
興
味
深
い
の
は

も
ち
ろ
ん
、
動
物
園
・
水
族

館
の
裏
側
を
知
る
お
仕
事
本

と
し
て
も
楽
し
め
ま
す
。

　
田
井
基
文
／
著

　
　
産
業
編
集
セ
ン
タ
ー

「
世
界
を
め
ぐ
る
動
物
園
・

水
族
館
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

  

想
定
外
な
日
々
」

 

今
夏
の
猛
暑
は
、
大
谷
翔
平

選
手
と
競
う
よ
う
に
様
々
な
新

記
録
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
わ

が
家
も
、
あ
の
手
こ
の
手
で
猛

暑
対
策
を
し
ま
し
た
が
、
エ
ア

コ
ン
が
フ
ル
稼
働
の
日
々
で
し

た
。
沖
縄
よ
り
暑
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
東
北
や
北
海
道
の
エ
ア

コ
ン
普
及
率
が
、
来
夏
ま
で
に

増
え
て
猛
暑
対
策
が
な
さ
れ
ま

す
よ
う
に
。　
　
　
　
　
（
Ａ
）

　
　
▼
す
な
み
短
歌
同
好
会
（
八
月
分
）

蜩
を
始
め
て
耳
に
し
た
日
時
を
日
記
に
し
る
し
ひ
と
日
の
終

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
星　

ゑ
み

笹
竹
に
何
を
願
は
む
や
臥
す
姉
は
〝
や
す
ら
か
に
〟
と
一
言

し
ず
か
に
語
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

富
美
子

大
母
を
桔
梗
に
見
立
て
し
心
友
の
二
人
に
手
向
け
る
む
ら
さ

き
の
初
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

洋
子

　
　
▼
一
般
作
品

　
　
　

生
涯
の
お
友
達

自
分
の
顔
を
両
手
で

包
み
込
ん
で
目
を
つ
ぶ
る

目
を
明
け
た
く
な
い
が

思
い
切
っ
て
目
を
明
け
る

鏡
よ
少
し
は
お
世
辞
に
で
も

皴
を
か
く
し
て

く
れ
て
も
い
々
と
思
う
け
ど

そ
こ
に
は
や
っ
ぱ
り
九
十
才
の

顔
が
頑
張
っ
て
い
た

年
の
数
ほ
ど
い
や

倍
以
上
の
皴
が

仕
方
な
い
ね
現
実
長
い
人
生
の

証
で
す
も
の
ね

私
の
人
生
あ
と
ど
の
く
ら
い
か

わ
か
ら
な
い
朝
を
迎
え

夜
は
明
日
を
迎
え
ら
れ
る
の
か

私
よ
其
の
日
が
来
る
迄
で

仲
良
く
つ
き
合
っ
て
ね

楽
し
く
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
み
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
後
記

編
集
後
記

「「
軽
ト
ラ
農
産
市

軽
ト
ラ
農
産
市
」」

出
店
者
募
集

出
店
者
募
集

　

館
報
ひ
ろ
ば
で
は
、「
ぶ
ん

げ
い
ら
ん
」
へ
の
作
品
（
短
歌
・

俳
句
・
川
柳
な
ど
）
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
投
稿

い
た
だ
け
ま
す
。

　

公
民
館
窓
口
に
提
出
す
る
か
、

ハ
ガ
キ
等
に
氏
名
・
住
所
・
電

話
を
記
載
の
上
、
投
函
く
だ
さ

い
。（
紙
幅
に
よ
り
全
て
の
作

品
を
掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。）
お
気
軽
に
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
次
号
は
12
月
21
日

発
行
予
定
。
締
め
切
り
は
、
11

月
21
日
で
す
。

第
２
回

第
２
回

周
南
ふ
れ
あ
い

周
南
ふ
れ
あ
い

　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会

ド
ッ
グ
作
り
、
ス
コ
ア
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
流
し
そ
う
め

ん
を
行
い
ま
し
た
。
家
庭
を
離

れ
て
年
齢
の
違
う
仲
間
と
ふ
れ

あ
い
、
協
力
し
、
普
段
の
生
活

の
中
で
は
で
き
な
い
貴
重
な
経

験
を
し
て
、
夏
の
思
い
出
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

裏山でキャンプファイヤー

夕食のカレー 難しかった火起こし体験

～９：３０ 公民館集合 受付（健康状態・荷物の
確認）

９：３０ 冒険山　山開き 公民館ロビー

９：５０ アイスブレイクタイム！ 講堂

１０：３０ ペットボトルロケット
づくり

１１：３０ 昼食 持参したお弁当、おやつ

１２：３０ 宿泊場所づくり

１３：００ ペットボトルロケット
飛ばし

小学校のグラウンドへ
移動

１４：３０ 火おこし体験＆夕食
作り

アルミ缶でごはん炊き
＆オリジナルカレー作り

１７：００ いただきます！ 食べ終わったら片付け

１９：００ キャンプファイヤー
＆花火

火を囲みながら、自然
を感じよう

２０：３０ 夜の時間 ホットタオル・夜食・
はみがきなど

２１：３０ おやすみ～☆
公民館でお泊り～☆
※夜更かしすると次の日に
　元気が出ないよ

６：３０ おはよう！

７：００
裏山散歩＆朝食準備 カートンドッグづくり

空の牛乳パックにアルミホ
イルで包んだホットドッグを
入れて…いただきます！

　８：00 お部屋の片付け・清掃・荷物整理

　８：３０ 班対抗レク大会 スコアオリエンテーリ
ングにチャレンジ！

９：３０ みんなで流しそうめん準備

１１：３０ 流しそうめん time

１２：３０ 片付け

１３：００ ミニ感想文・閉山式 レク大会の表彰もある
よ！

１３：４０ 解散 忘れ物ないかな？

家に帰るまでが冒険山だよ！

キャンプ日程

キャンプ日程

1日目（7月２９日・土）

2日目（７月30日・日）

周南地区文化祭周南地区文化祭
10月28・29日

ぜひ皆さんでご参加下さい
詳細は 10 月５日発行の
文化祭特集号をご覧下さい。

開催開催

周
南
公
民
館
開
館
50
周
年
記
念
事
業

真
夏
の
キ
ャ
ン
プ
Ｓ
Ｐ
　
周
南
冒
険
山
！

　
　
　
　
　  

～
公
民
館
で
遊
ぼ
う
・
泊
ま
ろ
う
～

野外活動
体験

流しそうめん


